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新型コロナウイルス感染拡大の影響により、  

第 60 回消費者行動研究コンファレンス（2020 年 5 月 16 日～17 日・大阪市立大学を予

定）の開催を「中止」いたします。  

詳細につきましては、メール・HP 及び、次号ニューズレター第 28 巻 1 号をご確認くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 2019 年 10 月 26 日・27 日、兵庫県神戸市の神戸学院大学において、第 59 回消費

者行動研究コンファレンスが開催されました。1 日目の午前には、JACS 論文プロポーザ

ル賞のプレゼンテーションが実施され、数多くの参加者のもと活発な議論がなされました。

1 日目の午後は自由論題研究報告が、2 日目は統一論題による発表とパネルディスカッシ

ョンが行われました。  

2 日目前半の統一論題は「文化と消費者行動・マーケティング」をテーマに、中央大学

の三浦俊彦先生による解題が行われました。その後、一橋大学の松井剛先生から「消費文

化におけることばとマーケティングの役割」、甲南女子大学の米澤泉先生から「服はもうフ

ァッションではない―くらしの時代における女子消費―」、文化学園大学の中西教夫先生か

ら「欧米と日本、ライフスタイルからファッションへの影響」、そして中央大学の加賀野井

秀一先生から「モノ、記号、コト―複雑な消費社会のコノテーションを読み解くために―」

に関するご講演を頂きました。 

後半は三浦先生の司会によるパネルディスカッションが行われました。このなかで、言

葉の持つ力が議論されました。製品の文化的価値は、品質や機能と異なり伝えるのが難し

い一方で、言葉を付与することによって価値がそこに凝集・見える化され、その結果消費

者や企業がそこに集中すること（「癒し」や「女子消費」など）が議論されました。また、

文化的価値の創造に関して、デザイナーやコンセプトメーカーの才能に加え、時代とのイ

ンタラクションの重要性も示唆されました。イメージや情緒などの文化的価値（経験価値、

記号的価値）を創造・伝達するのは難しいことですが、間違いなく消費者行動に影響を与

える価値であり、その意味で多くのことを考えさせてくれる刺激的な会となりました。  

 

第 60 回 消費者行動研究コンファレンス開催中止のお知らせ 

第 59 回 消費者行動研究コンファレンス 開催報告 

＜統一論題＞文化と消費者行動・マーケティング 
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第 59 回消費者行動研究コンファレンスにおいて、学会賞各賞の受賞者が発表されまし

た。日本消費者行動研究学会優秀賞および日本消費者行動研究学会研究奨励賞（青木幸弘

賞）の対象論文のうち、受賞者は、次のように決定されました。  

 

  日本消費者行動研究学会優秀賞：該当なし  

  日本消費者行動研究学会研究奨励賞（青木幸弘賞）：下記１本 

 

「サービス品質評価の非対称非線形モデル」 

佐藤平国（東北大学大学院） 

 

本ニューズレターでは、各賞の受賞者を紹介いたします。今号では、研究奨励賞（青木

幸弘賞）を受賞された佐藤平国氏にご登場頂きました。  

 

第 19 回 JACS－樫尾俊雄 論文プロポーザル賞  

例年どおり、プレゼンテーションにもとづく審査により決定されました。受賞されたの

は次の方々です。 

   

最優秀賞：「コントロールできない時に買いたくなる？―コントロール感の減衰が  

カスタマイズ商品に対する支払意思額に及ぼす影響―」 

井関 紗代（名古屋大学大学院） 

優 秀 賞：「消費者の購買動機がユーザー共創表示の有効性に与える影響」 

岡田 庄生（法政大学大学院） 

 

当論文プロポーザル賞は、学会での報告により、自分の研究を客観的な視点から捉え直

すことのできる貴重な機会として位置づけられています。また、当プロポーザルをもとに

進められた研究は、完了次第『消費者行動研究』への投稿が求められています。  

 

 

 

 

2019 年 10 月 26 日に開催されました会員総会において学会役員が改選され、2020 年  

4 月より、久保田進彦先生のもとで新体制（2020 年度）がスタートします。  

会  長：久保田進彦（青山学院大学）  

副会長：秋山学（前会長・神戸学院大学）  

田中洋（次期会長・中央大学） 

 

 

学会賞受賞者のお知らせ！ 

JACS の新体制がスタートします！ 
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－日本消費者行動研究学会 研究奨励賞（青木幸弘賞）－ 

サービス品質評価の非対称非線形モデル 

佐藤平国（東北大学大学院） 

 

昨年度のプロポーザル賞に引き続き、こ

の度は本論文を研究奨励賞にご選出下さり、

大変ありがたく思っております。内容全体

としましては、まだまだ未熟な個所が多々

散見されるかと思います。ご審査いただき

ました先生方、そして、エリアエディター

および査読者の先生方に厚く御礼申し上げ

ます。お忙しい中、誠にありがとうござい

ました。また、本論文の出版にあたりまし

ては、関係者の皆様にも大変お世話になり

ました。その節は、本当にありがとうござ

いました。 

このテーマの研究を始めたきっかけは、

私が修士課程の学生のときに、指導教員の

照井伸彦先生が勧めてくださったことと、

学部生の頃に福島大学でお世話になった中

村陽人先生（現・長野県立大学）が、過去

に SERVQUAL を研究されていたことです。

このような偶然が重なり、本論文は照井先

生と中村先生のご指導の下で完成したもの

になります。お二人の先生方のご支援にも、

大変感謝いたしております。  

しかし、この研究には多くの困難があり

ました。その 1 つが、SERVQUAL 自身が

問題の多い尺度であり、いわゆる構成概念

妥当性が多くの研究で懸念されていること

でした。当初は、SERVQUAL モデルを非

線形にすることの有益性を説くことに努め

て参りましたが、SERVQUAL の問題はそ

れを勝るほど深刻なものとして認識されて

いるようでした。それに加えて、論文とし

ての私の文章も非常に低質なものであり、

これも相まって投稿の継続は困難を極めま

した。 

ところが、この研究の機転となったのが、

ちょうど博士課程 2 年目に進学する直前頃

に参加した、日本行動計量学会のテスト理

論の合宿セミナーです。そこでは、測定尺

度や測定モデルの理論的背景を学ぶことが

でき、またそれは、当時、私が信じていた

「測定モデルが回答や評価の心理プロセス

を表している」ということを裏付けるもの

でした。それまで既に計量心理学に関心を

寄せて独学しており（経済学研究科所属の

ため）、これを確かめるために参加したもの

でした。その後、測定モデルの観点から

SERVQUAL と過去の関連研究の課題を追

求していくことに重点を置き、論文を修正

していきました。 

本研究で採用した非線形測定モデルはま

ったく新しいものではなく、 IRT（項目反

応理論）モデルに類似した非線形関数を、

潜在変数の非線形変換によって近似するよ

うな手法になっています。しかし、本研究

での重要な個所は、それが消費者の知覚サ

ービス品質の評価プロセスに対する、より

適切なモデルを推定する方法の 1 つである

ことを議論した点であると思っております。 

一方、論文の中では議論しきれなかった

課題も非常に多く残っており、特に現在は、

潜在変数と観測変数の得点の関係について、

より自然な解釈ができるようにモデルの妥

当性を改めて考察しています。また、測定

モデルの評価（回答）プロセスとしての見

直しは、計量心理学の方でも、今日まで繰

り返し議論が行われてきているようです。

このような背景からも、本研究が消費者行

動理論の解釈に基づく独自の測定モデルの

研究開発のきっかけになればと願っており

ます。 

本論文が受理されるまでの過程は、本研

究の内容や自身の論文作法等を見直す大変

良い経験となり、査読に携わって下さった

先生方に深く感謝しておりますことを改め

てお伝えいたします。今後もこの学びと反

省を活かしながら、より質の高い研究を目

指して精進して参りたいと思います。これ

からも何卒よろしくお願いいたします。 
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学会費の「銀行振込」についてのお願い 

会費納入に際しましては、事務局から郵

送でお送りしている「郵便局の振込用紙」

でのお振り込みをお願いしておりますが、       

銀行振込をご利用の場合、大学名や企業

名などの「組織名」から入力されますと、

振り込みました「個人名」が特定できない

というケースが出てきます。「銀行振込」の

際には、必ず「個人名」から記入していた

だきますよう、ご協力をお願い致します。  

やむを得ず組織名から（または組織名の

み）の振込人名になる場合は、事務局まで

e-mail にてご一報いただきますようお願い

致します。 

 

ご所属・ご住所の変更についてのお願い 

★ご登録の所属先等が古いままで、更新

されていない方が多く見受けられます。  

ご所属やご住所が変更となる際には、必

ず JACS 事務局へご連絡ください。お手数

ではございますがよろしくお願い致します。 

なお会費納入時、「郵便局の振込用紙」に

変更箇所を明記されるケースが見受けられ

ますが、変更のご連絡は、下記 JACS 事務

局までお願い致します。  

なお、JACS Websiteからご自身で直接、

変更可能ですので、是非ご活用ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入会員の募集について 

本学会への入会を希望される方は、ホー

ムページから入会申込書をダウンロードの

上、必要事項を記入、捺印の上、事務局ま

で郵送でお送り下さい。 

●入会資格 

[学術会員] 

消費者行動の研究・教育に従事する大学

の専任教員、大学院在籍者（在籍経験者

を含む）、およびそれに準ずる者（文部省

が学術研究団体と認める学会の正会員、

大学の非常勤講師としての教歴を有する

者、等）。但し、学術会員 2 名の推薦が

必要。 

[賛助会員] 

本学会の趣旨に賛同する法人および個人。 

●年会費 

[学術会員] 10,000 円 

 （但し、大学院生は 5,000 円に減免） 

[賛助会員] 個人会員 1 口  5,000 円 

  法人会員 1 口 50,000 円 

 

●日本消費者行動研究学会（JACS）事務局のご案内●  

（事務局）    同志社大学 商学部 髙橋広行研究室 

〒602-8580 京都府京都市上京区今出川通烏丸東入 

Email: jacs.assist@gmail.com 

 

（事務取扱）  日本消費者行動研究学会 事務取扱 

〒112-0012 東京都文京区大塚 5-3-13 小石川アーバン 4F 

一般社団法人 学会支援機構内 

Tel: 03-5981-6025  Fax: 03-5981-6012 Email: jacs@asas-mail.jp 

 

＜JACS Website＞    http://www.jacs.gr.jp/ 
 

Tel: 03-5981-6011 Fax: 03-5981-6012 

jacs@asas.or.jp103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町 19-21（IBM 内） 

TEL：03-5643-5450  FAX：03-3662-3271  Email：jacs@jacs.gr.jp 

 
＜JACS Website＞    http://www.jacs.gr.jp/ 

 


